
① 関係者等との協働促進（動物愛護に関心のある層に向けた事業展開）

＜動物の譲渡＞
 適正に飼養又は譲渡ができるボランティア団体を登録し、
収容した犬・猫を譲渡

 センター施設を活用し、登録団体による譲渡会を開催

＜センター運営への協力＞
① 収容動物の飼養管理

 登録ボランティアがセンター業務に協力
譲渡ボランティア、グルーミングボランティア、啓発ボランティア

 研修を修了し、審査を通過したボランティアが、
センター業務を支援、協力

 登録したボランティアスタッフと職員が協働して、
センターにおける現場作業などを実施

② 施設見学、イベント実施等
 ボランティアによるセンター施設案内
 動物の飼い方相談、しつけ教室
 ボランティア等と連携した動物愛護イベントの実施

動物愛護週間行事、動物愛護教室等

＜地域における適正飼養の推進＞
 動物愛護推進員を委嘱し地域に根差した活動を実施
 飼い主のいない猫対策の実施
（ボランティアや団体と連携した飼い主のいない猫の不妊去勢手
術等）

＜災害対策＞
 ペットの災害対策の普及啓発

防災グッズの展示、各種講習会での講義
 災害発生時に動物救護及び動物による危害防止対策を迅速かつ
円滑に実施するため、関係団体・機関と災害時動物救護活動に
係る会議を開催

 災害発生時に関係団体やボランティアと連携して被災動物の
救護活動を実施
（センターを拠点とした被災動物の保護・収容・治療等）

＜獣医師会との連携＞
 地元獣医師会による夜間動物救急センターの設置、運営

＜大学との連携＞
 獣医系大学と事業連携に関する協定等を締結

人材育成、収容動物の不妊去勢手術等

＜その他＞
 関係団体、ボランティア等を委員とした
人と動物との共生推進に関する協議会の設置

国内施設の取組（他自治体の事例） 資料２



② 身近な施設になるための取組（動物愛護に関心が薄い層も含めた取組）

＜施設の見学等＞
 施設見学、パネル展示、インターンシップ等の実施
 動物ふれあい教室、各種体験教室（動物飼育体験、獣医師体験、シャンプー・トリミング体験）

＜イベント、セミナ－等の実施＞
 市民向け動物愛護イベント、セミナー、出張講義等の開催
 動物の命の大切さをテーマにした子供向け教室の開催
 動物愛護週間行事の開催

イベント開催、小学生・中学生から動物愛護ポスター等を募集

＜市民に向けたアプローチ＞
 市民交流、市民活動の場を提供

動物愛護をきっかけとした市民の自発的な活動を支援、交流の場としてセンター施設を活用

センター内に「市民活動コーナー」を設け、ボランティア活動等、市民活動や公益性のある活動を行っている団体に貸出し
 コンパニオンアニマル活動
 施設愛称の公募

＜情報発信等＞
 ホームページ、SNSを活用した情報発信
 同じ敷地内に他施設が設置されている立地を活用し、認知度を向上

＜来所促進のための施設整備＞
 木材の使用等、施設建築コンセプトの工夫
 ドッグラン、多目的室、トリミングルームなど、ボランティアや来所者が活用できるスペースの創出

＜運営手法の工夫等＞
 動物の飼養管理等の業務委託
 ドッグラン等の施設利用者へのボランティアによる案内

③ 新施設の整備と運営手法等（来所促進、業務委託の活用、民間との連携手法）


